
芽室町不登校支援システムの構築について 

 

●芽室町不登校支援システム 

１ 事業の目的 

  登校に困難を抱える児童生徒への支援に関して、芽室町立学校が組織的に

対応し、計画的な見通しを児童生徒・保護者と共有し、必要に応じて保健、

医療、福祉、労働等の様々な関係機関と連携することにより、複合的かつ総

合的に支援を実施するシステムを構築・明文化することで、登校に困難を抱

える児童生徒へ多様な学びを保障し、学びを止めないことを目的とします。 

 

２ 芽室町不登校支援システム構築協議会 

（１）経過  令和３年７月２日  第１回協議会 

       令和３年９月２日  第２回協議会 

       令和３年 11月 30日 第３回協議会 

       令和４年１月末 第４回協議会予定 

 

３ 教育支援センターゆうゆう民間委託 

（１）課題  不登校児童生徒の増加、教育ニーズの多様化、ICT教育ニーズ 

（２）課題解決 不登校が長期化する児童生徒に対して、様々な学習機能・プ    

ログラムによる教育資源で参加をうながすため、教育的ニ     

ーズの多様化に対応できるノウハウをもち、教材、教育環境

等を継続的に整備することができるよう、民間委託を行う。

児童生徒にとって有意義なプログラムを週時程に組み込む

こと、オンライン学習やオンラインによる教育相談の実施す

ることなどにより、学習機能を強化する。 

（３）委託先  管内の不登校児童生徒支援実績のある学校法人 

 

４ アセスメントツール実証 

 （１）目的  芽室町不登校支援システム構築に向け、不登校のリスク要因軽

減と保護要因増大を測定しそのためのアプローチを学校が実施

できるアセスメントツールは何が望ましいのか令和４年度に検

証することで、芽室町における魅力ある学校づくりと不登校予

防に資することを目指すものです。 

 （２）令和４年度試行するアセスメント 学校風土尺度   ：小学校２校 

                  こころの健康観察 NiCoLi：中学校１校 
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５ 取り組みの概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第５回厚生文教常任委員会（６月３０日）資料内「取り組みの概要図」） 

 

 本資料３教育支援センターゆうゆう民間委託は中長期対応における支援の強

化、本資料４アセスメントツール実証は予防から初期対応に係るアセスメント

の実施です。 
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